
記

１

／

別
第 アう19

号僚式 (第11条、第13条、第14条関係)

京都府京丹後市大宮町谷内 195

事 業 者 排 出 量 削 減 計 画 書 《 新 動
・変 更)

大宮日進  代 表取締役 荻郷
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rくださし、 特定事業者以外で自主参加される事業者の方は、レ印の記入は不要です。
三度を、 「自標年度Jと は計画期間の最終年度をいいまれ

1晏B4澪暑密倍偉宙魯塀科書岳ユを言;第岳宮盆得骨骨密亭暑曇密暑醤景登畳者品をと1轡醤景暑替雪縁倉ケ妄
塩建晟象矯F格急夢督う氷を捗奥抗総摺舞岩置畳坊貫テ綴芳箭最8ゼ讐誓文テ 発など他者の温室効果

特定事業者の
主たる業種

該当する事業
者要件

レ 京都府地球温暖化対策条例施行規貝」第10条第1号該当事業者 (大規模エネルギー使用誠
算して1,500キロリントル以上))

「 京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第2号又は第3号該当事業者 (大規模連送事業者 (トラック又
はバス100台以上/タ クシー150台以上/鉄 道車両150両以上)

「 京都府地球温暖化対策条例施行規貝J第10条 第4号該当事業者 (その他の温室効果ガスの大規模排出事
業者 (二酸イヒ炭素に換算して3,000トン以上))

計 画 期 間 平成 18 年  4 月 平成 20 年 3 月

基 本 方 針 0エ ネルギー消費効果の改善
②環境マネジメントシステムの導入

推 進 体 机 環境マネシメントシステムを推進体制とすると

年度 ことの具
体的な取組及
び措置

ヽ エ 句

18～ 19 工場製造部門 ヨンプレッサーの自動運転による電力使用量の削減
18～ 1 9 工場製造部門 省エネ設備の導入検討 古 い設備から新しい設備への変更
18～ 1 9 全部署 エアヨン温度 ・運転の適正管理
18～ 19 全部署 休憩時間の消灯 ・不必要な電灯の消灯

温三効果ガス
の排出量等 排出区分

基準年度 く実績,
(17)年 度

(二醐 ヒ炭韓張算 (t〕)

日保 午 慶 ( H r田,

(19)年 度
(二酸化炭業換算 (t))

削減写

(計画 )
(%)

A事 業所等排出区分 6,084 t 5,965 t -2 0 %

B輸 送車両排出区分 t t
e/e

cそ の他排出区分 t t %

排出合計 ■1                 6,084 t Ⅲ2               5,965 t -20 %

その他の地球
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減量
等

対策等の区分
目標年度 (計画)

(二期 嫉 隷 算 〈t

森林の保全及び整備 (翻涌面積) 〈吸収D t

府内産の本材の利用 (利用畳) m= (百Ⅲ滋量) t

自然エネルギーを利用した電
力又は熱の供給

(売電量) (削減重) t

(熱供給重) CJ (削減量) t

グリーン電力の購入 (購入重) kwh (肖り減畳) t

削減量等合計 t

差引排出量

(排出合計―削減等合tt)

基準年度 (実績, 目標年度 (計画) 削減率 (計画)
草 1 6 084 t (●2)―(■0)          5,965 t -2 0 %

特 記 事 項 工場周辺及び付近の歩道を清掃
環境保護意識を高める啓発活動 (ニュ材の発行)

運 総 先 担 当 部 署

担 当 者 氏 名

住 所

電 話 番 号

フ ァ ク シ ミ リ番 号


